
（様式）
令和５年　　月　　日
環境省 環境再生・資源循環局
総務課 リサイクル推進室 宛
申請団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和５年度　食品廃棄ゼロエリア創出モデル事業等
申請書
標記の件について、次のとおり申請します。
なお、書類の提出に当たり、暴力団排除に関する誓約事項に誓約します。

【提案部門】

	部門
	提案・申請内容
	該当する
ものに○

	部門Ⅰ
	食品廃棄ゼロエリア創出モデル事業
	

	部門Ⅱ
	食品廃棄ゼロエリア推進方策導入モデル事業
	

	
	① mottECO導入
	

	
	② 学校給食における3R等
	

	
	③ その他
	


【申請者】
	申請団体名
	

	担当部署名
	

	担当者名
	

	連絡先
	電話番号：

	
	Ｅ－mail：


【連携団体】※複数の団体（地方公共団体・事業者等）が共同で提案する場合、その団体名を記載
	連携団体名
	


（部門Ⅰ）
食品廃棄ゼロエリア創出モデル事業
事業計画書
作成注：記載枠の大きさ・分量は適宜変更し、事業計画書はA４版11枚以内とすること。
事業計画書を補足する関連資料があれば、別紙での提出も可。
１．モデル事業の概略

（１）事業名称

	

	


（２）事業の概要（取組内容）

	作成注：事業の内容を簡潔に記載すること。（別紙での提出も可）
公募要領の選定基準等を参考に、どのような観点から先導的であるかを記載すること。
食品廃棄ゼロエリア創出に向けた中長期的な計画・構想の一部をモデル事業として実施する場合には、その位置づけを記載すること。（モデル事業は令和５年度の単年度の支援）



（３）事業の実施体制、連携団体等との調整状況

	作成注：申請者の実施体制（担当部署及び関係部署の人数・役割分担等）を記載すること。
連携団体又は参加・協力が想定される者がある場合には、それぞれの役割分担等を申請時点での調整状況とともに記載すること。



２．事業の計画等
（１）実施スケジュール

	作成注：どの時期にどのような準備・調整を行うのか、事業開始・終了時期、評価・検証の時期等を整理すること。なお、進捗状況については、環境省及び事務局請負事業者が適宜確認を行う。




（２）実施エリア（食品廃棄ゼロを達成するエリア等）
	作成注：「どのエリア」で「どのような対象（店舗数や世帯数等）」に事業を実施するかを記載すること。
例：○○商店街、○○ショッピングモールを対象等。



（３）事業費
	作成注：モデル事業実施時に必要となる費用を記載すること。モデル事業の実施に必要と認められる経費は、事務局請負事業者を通じて環境省が負担する。
※備品購入や施設整備など事業終了後に財産となるような支出、単価が５万円を超える物品の計上は不可。
※本事業の採択以前に発生する経費及び事業終了後に納品される物の経費の計上は不可。
※採択された折には、期初に相見積もりの取得を求める予定。
（単位：千円、税込）

区分
予算額
備考
広報ちらし作成費
400

・A４サイズ×２ページ。○枚の印刷。デザイン費を含む

広報ちらし配布費用

150
・新聞折込を想定（○千世帯）

市民向けアンケート調査

550
・○○件の発送。印刷費及び発送費、回収費を想定（回収率○％と想定）

説明会会場費
20
・50名程度の規模の説明会開催、会場費
・・・・・
△△
・・・・・
△△
合計
○○○○
うち、支援希望額
○○○○
うち、自己負担額
○○○○



３．食品廃棄ゼロに至るまでの課題整理と取組方針
	作成注：食品廃棄ゼロに向けた課題及び本モデル事業でその課題にどのように取り組むのかを記載すること。




４．事業実施期間内のゴール（目標）設定と効果検証

（１）事業実施期間内のゴール（目標）

	作成注：令和５年度の事業内でのゴール（目標）を記載すること。
なお、本モデル事業内で必ず食品廃棄ゼロを（期間限定であっても）達成すること。
例：○○の期間において、△△、□□の取組を実施することで、食品廃棄ゼロを達成する。
○○市において、食品廃棄ゼロを継続していくための対策メニューと達成のためのロードマッ
プを作成する。
○○ビルの食品廃棄ゼロを継続していくため、テナント協議会を立ち上げ、計画策定を行うと
ともに、食品リサイクルの実施可能性調査を実施する。




（２）事業の効果を評価するための具体的な方法

	作成注：事業の成果・課題をどのように評価・検証するか、その方法を具体的に記載すること。
例：「設置した協議会において課題の洗い出しを行う」、「想定している食品廃棄ゼロエリアの飲食店へのアンケート調査により課題の把握を行う」等が想定されるが、事業内容に応じて適切に設定すること。




（３）事業の効果見込み（食品ロス削減量、食品リサイクル量）

	作成注：食品廃棄ゼロ達成に伴う定量的な効果（食品ロス削減量、食品リサイクル量の見込み）を算定方法とともに記載すること。
併せて、上記に限らず、定性的な事業効果も含めて整理すること。（例：市民の意識向上、地域活性化等）




５．事業実施後の継続・展開に関する方針
	作成注：モデル事業終了後の事業継続に向けた方針、他の地域・団体等への展開・波及に向けた方針等、現時点での想定を記載すること。




６．食品ロス削減・食品リサイクル推進に関する現在の取組状況

	作成注：対象エリアにおける食品廃棄物の発生状況・再生利用状況の現状とともに、現在実施している食品ロス削減・食品リサイクル推進に関する取組を具体的に記載すること。



以上
（部門Ⅱ①）
食品廃棄ゼロエリア推進方策導入モデル事業（mottECO導入）
事業計画書
作成注：記載枠の大きさ・分量は適宜変更し、事業計画書はA４版12枚以内とすること。
事業計画書を補足する関連資料があれば、別紙での提出も可。
１．モデル事業の概略

（１）事業名称

	


（２）事業の概要

	作成注：事業の内容を簡潔に記載すること。（別紙での提出も可）
公募要領の選定基準等を参考に、どのような観点から先導的であるかを記載すること。

食品廃棄ゼロエリア創出に向けた中長期的な計画・構想の一部をモデル事業として実施する場合には、その位置づけを記載すること。（モデル事業は令和５年度の単年度の支援）



（３）事業の実施体制、連携団体等との調整状況

	作成注：申請者の実施体制（担当部署及び関係部署の人数・役割分担等）を記載すること。
連携団体又は参加・協力が想定される者がある場合には、それぞれの役割分担等を申請時点での調整状況とともに記載すること。



２．事業の計画等
（１）実施スケジュール

	作成注：どの時期にどのような準備・調整を行うのか、事業開始・終了時期、評価・検証の時期等を整理すること。なお、進捗状況については、環境省及び事務局請負事業者が適宜確認を行う。




（２）実施場所
	作成注：「どのエリア」で「どれくらいの店舗数」を対象に事業を実施するかを記載すること。
例：○○市内の飲食店△店舗を対象等。



（３）事業費
	作成注：モデル事業実施時に必要となる費用を記載すること。モデル事業の実施に必要と認められる経費は、事務局請負事業者を通じて環境省が負担する。
※備品購入や施設整備など事業終了後に財産となるような支出、単価が５万円を超える物品の計上は不可。
※本事業の採択以前に発生する経費及び事業終了後に納品される物の経費の計上は不可。
※採択された折には、期初に相見積もりの取得を求める予定。
（単位：千円、税込）

区分
予算額
備考
ポスター作成費
400

・A２サイズ。○枚の印刷。デザイン費を含む

利用者向けアンケート調査

550
・○○件の発送。印刷費及び発送費、回収費を想定（回収率○％と想定）

持ち帰り容器購入費
250
・単価50円の容器を5000セット購入する費用
・・・・・
△△
・・・・・
△△
合計
○○○○
うち、支援希望額
○○○○
うち、自己負担額

○○○○



３．mottECO導入に至るまでの課題整理と取組方針
	作成注：mottECO導入・継続に向けた課題及び本モデル事業でその課題にどのように取り組むのかを記載すること。




４．事業実施期間内のゴール（目標）設定と効果検証

（１）事業実施期間内のゴール（目標）

	作成注：令和５年度の事業内でのゴール（目標）を記載すること。
なお、本モデル事業内で必ずmottECOの導入を行うこと。
例：○○の期間において、□□の取組を実施することで、mottECOを導入する。
mottECO導入を継続・拡大していくための対策メニューと達成のためのロードマップを作成する。



（２）事業の効果を評価するための具体的な方法

	作成注：事業の成果・課題をどのように評価・検証するか、その方法を具体的に記載すること。
例：「店舗での食べ残し量を計量し、導入前後で比較する」「消費者／従業員等へのアンケート・聞き取りによる食品ロス削減に関する意識向上効果の検証」、「協力する団体・企業等関係者への聞き取りによる○○の課題把握」等が想定されるが、事業内容に応じて適切に設定すること。




（３）事業の効果見込み（食品ロス削減量、食品リサイクル量）

	作成注：mottECO導入に伴う定量的な効果（食品ロス削減量、食品リサイクル量の見込み）を算定方法とともに記載すること。
併せて、上記に限らず、定性的な事業効果も含めて整理すること。（例：市民・従業員の意識向上、地域活性化等）




５．衛生面への配慮や利用者の自己責任に関する啓発方法

	作成注：持ち帰りの際の条件や利用者の自己責任による持ち帰りを啓発する方法等、現時点での想定を記載すること。




６．事業実施後の継続・展開に関する方針

	作成注：モデル事業終了後の事業継続に向けた方針、他の地域・団体等への展開・波及に向けた方針等、現時点での想定を記載すること。




７．mottECO推進に関する現在の取組状況

	作成注：mottECO導入エリア・店舗等における食品廃棄物の発生状況・再生利用状況の現状とともに、現在実施しているmottECO推進に関する取組、その他食品ロス削減・食品リサイクル推進に関する取組を具体的に記載すること。



以上
（部門Ⅱ②）
食品廃棄ゼロエリア推進方策導入モデル事業（学校給食における3R等）
事業計画書
作成注：記載枠の大きさ・分量は適宜変更し、事業計画書はA４版11枚以内とすること。
事業計画書を補足する関連資料があれば、別紙での提出も可。
１．モデル事業の概略

（１）事業名称

	


（２）事業の概要（取組内容）

	作成注：事業の内容を簡潔に記載すること。（別紙での提出も可）
公募要領の選定基準等を参考に、どのような観点から先導的であるかを記載すること。
食品廃棄ゼロエリア創出に向けた中長期的な計画・構想の一部をモデル事業として実施する場合には、その位置づけを記載すること。（モデル事業は令和５年度の単年度の支援）



（３）事業の実施体制、連携団体等との調整状況

	作成注：申請者の実施体制（担当部署及び関係部署の人数・役割分担等）を記載すること。
連携団体又は参加・協力が想定される者がある場合には、それぞれの役割分担等を申請時点での調整状況とともに記載すること。



２．事業の計画等
（１）実施スケジュール

	作成注：どの時期にどのような準備・調整を行うのか、事業開始・終了時期、評価・検証の時期等を整理すること。なお、進捗状況については、環境省及び事務局請負事業者が適宜確認を行う。




（２）実施場所
	作成注：「どの学校」で「どれくらいのクラス・生徒数又は給食センター等を対象」に事業を実施するかを記載すること。
例：○○市内の小学校△校、○○中学校の全学年の各１クラス（各◇◇名）を対象等。



（３）事業費
	作成注：モデル事業実施時に必要となる費用を記載すること。モデル事業の実施に必要と認められる経費は、事務局請負事業者を通じて環境省が負担する。
※備品購入や施設整備など事業終了後に財産となるような支出、単価が５万円を超える物品の計上は不可。
※本事業の採択以前に発生する経費及び事業終了後に納品される物の経費の計上は不可。
※採択された折には、期初に相見積もりの取得を求める予定。
（単位：千円、税込）

区分
予算額
備考
講師講演費
40

・食ロス削減調理方法の実演及び講演費用
　交通費含む

食ロス削減教材費用

150
・生徒○名全員に配布を想定、１部○円

学校関係者向けアンケート調査

550
・○○件の発送。印刷費及び発送費、回収費を想定（回収率○％と想定）

・・・・・
△△
・・・・・
△△
合計
○○○○
うち、支援希望額
○○○○
うち、自己負担額

○○○○



３．学校給食等における課題整理と取組方針
	作成注：学校給食における課題及び本モデル事業でその課題にどのように取り組むのかを記載すること。




４．事業実施期間内のゴール（目標）設定と効果検証

（１）事業実施期間内のゴール（目標）

	作成注：令和５年度の事業内でのゴール（目標）を記載すること。
例：○○の期間において、□□の取組を実施することで、食品ロス削減と食品リサイクルを推進する。
モデル事業での成果を踏まえ、他の学校にも取組を継続・拡大していくための対策メニューと達成のためのロードマップを作成する。



（２）事業の効果を評価するための具体的な方法

	作成注：事業の成果・課題をどのように評価・検証するか、その方法を具体的に記載すること。
例：「食品ロス削減量の計量による効果検証」、「生徒／給食センター職員へのアンケート・聞き取りによる意識向上効果の検証」、「協力する学校関係者への聞き取りによる○○の課題把握」等が想定されるが、事業内容に応じて適切に設定すること。



（３）事業の効果見込み（食品ロス削減量、食品リサイクル量）

	作成注：モデル事業に伴う定量的な効果（食品ロス削減量、食品リサイクル量の見込み）を算定方法とともに記載すること。
併せて、上記に限らず、定性的な事業効果も含めて整理すること。（例：生徒・生徒保護者の意識向上、地域活性化等）




５．事業実施後の継続・展開に関する方針

	作成注：モデル事業終了後の事業継続に向けた方針、他の地域・団体等への展開・波及に向けた方針等、現時点での想定を記載すること。




６．食品ロス削減・食品リサイクル推進に関する現在の取組状況

	作成注：学校給食等の実施に伴い発生する食品廃棄物の発生状況・再生利用状況の現状とともに、現在実施している食品ロス削減・食品リサイクル推進に関する取組を具体的に記載すること。



以上
（部門Ⅱ③）
食品廃棄ゼロエリア推進方策導入モデル事業（その他）
事業計画書
作成注：記載枠の大きさ・分量は適宜変更し、事業計画書はA４版11枚以内とすること。
事業計画書を補足する関連資料があれば、別紙での提出も可。
１．モデル事業の概略

（１）事業名称

	


（２）事業の概要（取組内容）

	作成注：事業の内容を簡潔に記載すること。（別紙での提出も可）
公募要領の選定基準等を参考に、どのような観点から先導的であるかを記載すること。
食品廃棄ゼロエリア創出に向けた中長期的な計画・構想の一部をモデル事業として実施する場合には、その位置づけを記載すること。（モデル事業は令和５年度の単年度の支援）



（３）事業の実施体制、連携団体等との調整状況

	作成注：申請者の実施体制（担当部署及び関係部署の人数・役割分担等）を記載すること。
連携団体又は参加・協力が想定される者がある場合には、それぞれの役割分担等を申請時点での調整状況とともに記載すること。



２．事業の計画等
（１）実施スケジュール

	作成注：どの時期にどのような準備・調整を行うのか、事業開始・終了時期、評価・検証の時期等を整理すること。なお、進捗状況については、環境省及び事務局請負事業者が適宜確認を行う。




（２）実施場所
	作成注：「どのエリア」で「どのような対象（世帯数や店舗数等）」に事業を実施するかを記載すること。
例：○○市内の飲食店△店舗、○○市内の△△世帯を対象等。



（３）事業費
	作成注：モデル事業実施時に必要となる費用を記載すること。モデル事業の実施に必要と認められる経費は、事務局請負事業者を通じて環境省が負担する。
※備品購入や施設整備など事業終了後に財産となるような支出、単価が５万円を超える物品の計上は不可。
※本事業の採択以前に発生する経費及び事業終了後に納品される物の経費の計上は不可。
※採択された折には、期初に相見積もりの取得を求める予定。
（単位：千円、税込）

区分
予算額
備考
広報ちらし作成費
400

・A４サイズ×２ページ。○枚の印刷。デザイン費を含む

広報ちらし配布費用

150
・新聞折込を想定（○千世帯）

市民向けアンケート調査

550
・○○件の発送。印刷費及び発送費、回収費を想定（回収率○％と想定）

説明会会場費
20
・50名程度の規模の説明会開催、会場費
・・・・・
△△
・・・・・
△△
合計
○○○○
うち、支援希望額
○○○○
うち、自己負担額

○○○○



３．食品ロス削減・食品リサイクル推進に向けた課題整理

	作成注：実施場所における食品ロス削減・食品リサイクルに向けた課題及び本モデル事業でその課題にどのように取り組むのかを記載すること。




４．事業実施期間内のゴール（目標）設定と効果検証

（１）事業実施期間内のゴール（目標）

	作成注：令和５年度の事業内でのゴール（目標）を記載すること。
例：○○の期間において、□□の取組を実施することで、食品リサイクルを推進する。
モデル事業での成果を踏まえ、食品ロス削減の取組を継続・拡大していくための対策メニューと達成のためのロードマップを作成する。



（２）事業の効果を評価するための具体的な方法

	作成注：事業の成果・課題をどのように評価・検証するか、その方法を具体的にご記載ください。
例：「食品ロス削減量の計量による効果検証」、「市民／排出事業者等へのアンケート・聞き取りによる食品ロス削減に関する意識向上効果の検証」、「協力する団体・企業等関係者への聞き取りによる○○の課題把握」等が想定されるが、事業内容に応じて適切に設定すること。




（３）事業の効果見込み（食品ロス削減量、食品リサイクル量）

	作成注：モデル事業に伴う定量的な効果（食品ロス削減量、食品リサイクル量の見込み）を算定方法とともに記載すること。
併せて、上記に限らず、定性的な事業効果も含めて整理すること。（例：市民・従業員の意識向　　　　
上、地域活性化等）




５．事業実施後の継続・展開に関する方針

	作成注：モデル事業終了後の事業継続に向けた方針、他の地域・団体等への展開・波及に向けた方針等、現時点での想定を記載すること。




６．食品ロス削減・食品リサイクル推進に関する現在の取組状況

	作成注：実施場所における食品廃棄物の発生状況・再生利用状況の現状とともに、現在実施している食品ロス削減・食品リサイクル推進に関する取組を具体的に記載すること。



以上
6

